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研究目的

日本陸上競技連盟が開催する競技会や各種合宿において、同連盟の科学委員会が中心となり
実施している測定（ビデオカメラ映像やレーザー式計測装置を用いた計測）において得られた情報
に基づいて、高いパフォーマンスを発揮する競技者の特徴（動作、走速度、レース戦略、体力要素
など）を明らかにすることを目的とします。

研究対象者
日本陸上競技連盟が開催する陸上競技会もしくは合宿に参加した高校生または16歳以上の競
技者（男女の短距離、リレー、ハードル、跳躍、投擲、混成）

研究概要

日本陸上競技連盟の科学委員会が競技会や合宿で測定した情報（映像等の測定データ、およ
びこれから解析した競技動作や走速度等）を用いて、陸上競技の各種目の競技成績に関連する
諸要素（短距離:ピーク走速度、ピーク出現地点など／リレー:バトンパス区間前後での受け手と
渡し手の走速度の推移など／ハードル:ハードル間タッチダウンタイム、ハードリング時間など／跳
躍:助走速度、跳躍角度など／投擲:投擲動作、投擲物の初速度など／混成:短距離、ハー
ドル、跳躍、投擲と同じ指標）について検討を行います。トレーニング中に計測された体力測定値
（短距離走タイム、自転車パワー、垂直跳び跳躍高など）も資料とします。様々な競技レベル、年
代、体格、性別の競技者に関して諸要素を比較したり、ある競技者の競技成績の推移と諸要素の
変化との対応を検討したりすることで、高いパフォーマンスを発揮する競技者の特徴を明らかにしま
す。

研究に用いる情報の種類
競技記録、映像、レーザー式位置計測装置によって計測された位置情報、トレーニングにあわせて
計測された体力測定値、これらの情報が収集された時期の研究対象者のトレーニング状況

情報の提供先 日本陸上競技連盟 強化委員会・科学委員会
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